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TheCatcher　in　theRyeにおける
ホールデンのinitiation
田　　島　 美映子
　1he　Catcher　in　the　R　eは、　Initiation　storyであると考えられてい
る。純粋無垢な少年が、新体験による葛藤を経て大人の考え方を受容し
ていくという意味であろう。確かにホールデン（Holden）に成長の軌跡は
みられるが、精神病の療養をしているのでは、正常に大人の世界に導入
されたとは言いがたい。何処か別の領域に組み込まれたのではないであ
ろうか。以下に筆者の見解を述べよう。
　〈　1　＞　Innocence　vs　Experience
　一の作中には、“lnnocence．”な要素と“Experi－
ence” ﾈ要素が混在している。作品の意味上の構造を、二要素の対立関
係から考察してみる。生まれたままの純粋さを保持し、みずみずしい感
受性と偽りのない心に象徴される「子供」と現実を知り、完成済みの精
神と有効な妥協方法を身につけた「大人」との対立関係がその一つであ
る。「子供」の代表者はフィービー（Phoebe）やアリー（Allie）であり、
「大人」の代表者は両親や先生方である。サリンジャーは一貫して「子
供」に対して愛情を注ぎ、「大人」の世界からの汚れた誘いから隔絶し
ている上に、「子供」に主人公ホールデンの守り神という大役を演じさ
せている。このサリンジヤー自身の想いは、ホールデンを通して読者に
伝えられている。そして精神的な意味を加えると、二っの区分は変化す
る。例えば時間軸上では完全に「大人」であるが、純粋さを喪失してい
ないために尼さん達を「子供」の領域内にいると考えている。
　　　　She　had　a　pretty　nice　smile　when　she　Iooked　at　you．
　She　had　a　big　nose，　and　she　had　on　those　glasses　with
　sort　of　iron　rims　that　aren’t　too　attractive，　but　she
　she　had　a　hellulva　kind　face．（t）
　このような好意的な容姿の描写と献金した金額に対して次のような感
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情が記述されている。
　　　　After　they　left，　I　started　getting　sorry　that　I’d
　only　given　them　ten　bucks　for　their　collection．〔2｝
　ところで、主人公ホールデンの居場所は何処であろうか。筆者は彼を
「大人」の世界と「子供」の世界から離iれた「大人子供」（Man－child）
であるという立場をとった。換言すれば居場所不明の存在である。彼は
実際の年齢よりも年老いて見える。体格は子供のままで健強とはいえな
いが、背は6フィート2インチ半と高く、髪は白髪混じりである。この
容姿を持ち自ら精一杯大人らしくバーやホテルで振舞おうとするが、滑
稽な存在と化してしまう。彼の容姿は彼自身の精神状態の写し画であり
所在のなさを悲痛なほど表している。精神面では未熟な面が目立ち「大
人」中心の社会の仕組みに対し不平不満を並べているが、積極的理解へ
踏みだせる状態に達していない。彼は、虚偽に満ちた現実世界を既に感
知してしまっているため、完全な“lnnocence”状態ではいられず、カ・と
いって“Experience”に対しては執拗に拒絶反応を起こしている。ホー
ルデンは、多くの青年と同様に「大入」とも「子供」とも分類不能な存
在であるが、自らを強引に成長の大河に逆流させている。通常の成長の
プロセスは、異世界の自覚認識⇒（懐疑反発）⇒寛容受諾であろう。ホ
ールデンは、最終段階へ妥協してまで自己改革しようとしない。一方、
同年代のストラドレーター（Stradlater）は、そんな苦悩はしない。彼は
皆からの信望が厚く、多方面で成功者とされている。現実と見せかけの
くいちがいを気にせず、処世術にたけ、まるで成熟しきった「大人」の
風格が感じられる。ホールデンは、“lnnocence”と“Experience”という
レベルをもとにした世界からの逸脱者である。彼の概念において対立関
係にあった各レベルを、自ら崩壊したために、混沌とした状態に陥るざ
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るを得なかったのだ。改めて彼が新構造を創造する以外自らを現状から
救出できる方法はない。
　The　Catcher　in　the　R　eの大ヒットと“lnnocence”と“Experience”、
「子供」の世界と「大人」の世界の対立関係は無縁ではない。多数の人
人が、作品を積極的に受け入れ、ホールデンに共感し、作品に代弁者と
しての役割を課し得たということは、大テーマであるこの関係について
下地を持っていたと考えられる。この作品が大ヒットした1950年代は、
アメリカが“lnnocence”から別離したと考えられている。二十世紀初
頭に、アメリカ以外の主要諸国では青年運動が活発であった。アメリカ
が一足遅れたのは、国として若い事、親・子、先生・生徒等の人間関係
に隔たりが少ない事、自己の運命を切り開く可能性が残されていた事、
社会自体が楽観的であった事等がその理由として考えられている。また
ヨーロッパ諸国とは異なり敗戦を知らないアメリカは「成功の夢」を純
粋に追う“lnnocence”な国家であったと言えよう。“lnnocence”な時代
の次にくるべき時代は「成熟」の時代であり、政治レベルでは、アイゼ
ンハウアー大統領（President　Eisenhower）は成熟国家としてのアメリ
カの責任を強調していた。しかし、青年の気質は；私的生活主義の傾向
にあり、穏健で「静かな世代」と呼ばれていた。ハーバード大学の精神
分析学者エリック・エリクソン（Elick　Elickson）教授は、1950年代の
アメリカの高度成長初期に「モラトリアム時代」をむかえっっあると発
表した。つまり、所謂青年らしい外界への反発、主張，、渇望が見にくい
時代であった。しかしながら大学生や高校生のこのような青年達が「無
垢」な「子供」と「成熟」と同一視できる「大人」とが二極化する世界
観を内在している、The　Catcher　in　the　Ryeを多大に評価していると
いう事実は、彼らの抑圧れた潜在意識と次にくるべき時代風潮を予見
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できる。そして1960年代には、“lnnocence”VS“Experience”が、個
人の意識を這い出て社会に対する反逆運動として表面化するのである。
例えば、1964年のバークレイの紛争は、「大人」のっくた既成概念を虚
偽であると反発が起因であるが、1960年代の青年の反逆の原型とされて
いる。The　Catcher　in　the　Ryeは「流行」という社会現象にの’って青年
達の啓蒙書の役割すら果たしたと考えられる。
　〈　2　＞　・Nice　VS　Phony
　ホールデンがさかんに用いる用語である。“Nice”なものと“Phony”
のとの断絶の意識が常に彼を悩ませている。　“Nice”とは、生のままで
汚れを知らない純粋なものを意味し、“Phony”とは、歪曲し欺隔に満ち
た不条理なものを意味している。時間軸上ではなく精神面で判断したと
いう前提において、サリンジャーの創造する世界ではそれぞれ「子供」
と「大人」に代表されよう。換言すれば“Nice”VS“Phony”は“lnno－ce
nce” uS“Experience”と同一対立レベルにある。“Nice”なものとしてフ
ィービー、アリー、尼はもちろんの事その他にも級友と争い自分の言葉
を撤回するかわりに窓から飛び下り、自分の身をもって行為と言葉の一
貫性を示したジェイムス・キャスル（James　Castle）を挙げている。　“P
hony”なものにっいては、作品中に氾濫していて無数の例が挙げられる
。ホt一ルデンの“Phony”なものへの感知能力が人並みはずれて鋭く，’そ
こにまやかしのr角がみられれば、その根底から暴いている。ホールデ
ンの兄D．B．は、短編小説を書く才能があるのに収入のために誰でも書
ける映画台本を書いている。D．B．の昔の恋人のリリアン・シモンズ（
Lillian　Simmons）の“How　marvellous　to　see　you！（”3）やスペンサー先
生（Old　Spencer）の“Good　luck！”（4｝と無章任な発言がある。サーマ
ー先生（Old　Thurmer）やバース先生（Mr　Haas）や葬儀屋成金のオッセン
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バーガー氏（01d　Ossenburger）。エール大学の学生や利己主義のストラ
ドレーターや大物だけを相手にするバーテンダー。ホールデンにとって
の最後の所属先であったペンシー校の先生・生徒・学校の経営方針にい
たるまで“Phony”だらけである。ホールデンが後悔なしに去って行くの
も容易に理解できる。また、子として敬愛すべき親すら、彼にとって
「大人」の一分子“Phony”な存在にすぎない。
　　・‘‘Lawyers　are　all　right，I　guess－but　it　dosen’t　apPeals
　to　me，’，I　said．　‘‘1　血ean　they’re　all　right　if　they　go　around
　saving　innocence　guys，　lives　all　the　time，　and　like　that，
　but　you　don’t　do　that　kind　of　sちuff　if　you’re　a　lawyer．　AIl
　you　do　is　make　a　lot　of　dough　and　play　golf　and　play　bridge
　and　buy　cars　and　drink　martinis　and　look　like　a　hot－shot．
　And　besides．　Even　if　you　did　go　around　saving　guys’lives　and
　ail，・how　would　you　know　if　you　did　it　because　you　really
　wanted　to　save　to　do　was　be　a　terrific　lawyer，　with　everybody
　slapPing　you　on　the　back　and　congratμlating　you　in　court　when
　the　goddam　trial　was　over，　the　reporters　and　everybody，　the
　way　it　is　in　the　dirty　movies？　How　would　you　know　you　weren’t
　being　a　phoney？　The　trouble　is，　you　wouldn’tL　（5》
　弁護士というのはホールデンの父親の職業である。この意見からは弁
護士という職業に対する嫌悪感の裏に父親に対する不信感をうかがい知
る事ができよう。ホールデンが恐らく無意識のうちに求めていたであろ
う「父」、厳密に述べれば「父性」が“Phony”と化してしまった悲劇が
予測されよう。恐らくまた無意識に代理者を探し求め、アントリー二先
生（Mr．　Antolini）を見いだした。ホールデンは先生に対し“Phony”、
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な権威者としての先生像とは違った理解をレていた。信頼感を高める重
要な起因となったのは、ジェイムズ・キャスルが自殺した時の先生の行
動からである。
　　He　was　about　the　best　teacher　I　ever　had．　Mr　Antolini．
　He　was　a　pretty　young　guy，　not　皿uch　older　than　my　brother
　D。B．，and　you　could　kid　around　with　him　without　losing
　your　respect　for　him．　He　was　the　one　that　finally　picked　up
　that　boy　that　jumped　out　the　window　I　told　you　about，James
　Castle．　01d　Mr　Antolini　felt　his　pulse　and　all，　and　then
　he　took　off　his　coat　and　put　it　over　James　CastIe　and　carried
　him　a11　the　way　over　to　the　infirmary．　He　didn’teven　give　a
　damn　if　his　coat　got　aIl　bloody．（6｝
　ホールデンはジェイムズ・キヤスルは“Nice”であると考えていた。そ
の存在の生・死は別として、宝であり、理想であり、数少ない精神面で
の守神である。そんなジェイムズ・キャスルに愛を注ぐ者に対して、ホ
ールデンの守護神を保護する「父1的役割を彼に期待させるだろう。そ
して先生を、「大入」ではあるが“Nice”の領域に位置付けしたくなる
だろう。しかし美意識を刺激することはできたとしても、現実には生徒
の自殺を防げなかったし、転落してきた身体を抱きとめられなかったの
で救世者っまり“The　Catcher　in　the　Rye”の役目は果たせなかったので
ある。この作品においては、アントリー二先生は必須要素である。ホー
ルデンの創造した二つの対立する世界観を崩した唯一の人物である。断
っておくが、彼の「概念上」の構造を崩壊したのである。言うまでもな
く、事実はホールデンの洞察力が浅はかであったために先生の居場所を
「誤認」したのだ。それが決定的になるまでに先生の居場所が“Phony”
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の領域であると暗示させる場面がある。
　　‘‘This　fall　I　think　you’re　riding　for－it’s　a　special　kind
　of　fall，　a　horrible　kind．　The　man　falling　isn’t　permitted　to
　feel　or　hear　himself　hit　the　bottom．　He　just　keeps　falling
　and　falling．　The　whole　arrangement’s　designed　for　men　who，　at
　some　ti皿e　or　other　in　their　lives，were　looking　for　something
　thier　own　environment　couldn’t　supPly　them　with．　Or　they
　thought　their　own　envirnment　couIdn’t　supPly　them　with．　So
　they　gave　up　looking．　They　gave　to　up　before　they　ever　really
　even　got　started．（？）
　アントリー二先生は、ホールデンに忠告をしつっも自分の心情を吐露
してしまった。もちろん忠告にせよ何にせよ、いくら客観的な態度を崩
すまいと注意を払っていても個人の発言は、その個人の意識を超えるこ
とはないが。そしてホールデンは、神格化していた先生の同性愛ともと
れる行為に衝撃を受ける。　「父」の喪失ともいえよう。　“Nice”と
“Phony”の骨組みがホールデンの「心」の中で崩れ、それをもとどうり
に建設しようとなにものかと格闘するのだ。　「父性」の喪失は、ホール
デンを混乱させ現実世界からの逃避に追い込む。また、再建設を阻むも
のは「現実」である。彼の「誤認」は、彼自身の先入観という“Phony”
の権化が原因である。つまり彼の混乱は内因性がある。なぜならば、自
己を“Phony”を完全拒絶した“Nice”一色であると確信しっっ、自己の
認識範囲外に“Nice”と“Phony”の闘争があったからである。ホールデ
ンは、サリンジヤーの創造した二つの対立からなる世界で、このレベル
でも逸脱者となってしまった。
　　〈　3　＞City　VS　Country
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　旦一には、「都会」特有の局面が表れている。こ
の作品の発表以前から、サリンジャーは、アメリカの知識階級を対象に
している都会派の雑誌『、ニューヨーカー』（The　New　Yorker）の主要な
存であった。作中の舞台は主にニューヨークという大都会であり、主人
公をはじめ他の登場入物の多くはニューヨーク出身である。ホールデン
の世界は“acompound　of　urban　intelligence，　juvenile　contempt，
and　New　Yoker　sentimentalism”（8）であると定義された。彼にとっての
「都会」は、物質的に恵まれ華やかなる劇場であり、私利私欲に満ちた
俗者達が演じる最適の場でなのである。ありとあらゆる物事に不自然さ
を感じ、彼は無理なく馴染める物事を探求するが、現実優先の「都会」
においてはあまりにも難しい。都会生活は、“e皿otional　starvation
and　brittleness”（9）であるとカーペンター（F．1．Carpenter）はいった
が、モノ・カネ・情報を中心として流動する巨大な舞台であろう。人工
的創造物なた，さめ不自然、さをともない、都会に暮らす人々は急激な流動
の波にもまれてその過程を感受する余裕を失っていて、「都会」に順応
してしまう。ホールデンは、「都会」育ちでありながら感受性を保って
いた。そして「都会」のしきたりに巻き込まれ、順応したと仮定した自
分の姿を見抜いているのである。
　「都会（City）」は「文化」と結びっくが、「自然」からは「田舎
（Country）」を連想させるだろう。「田舎」には、草・木・花・動物の
レベルでの「自然」と、純粋・無垢・粗野のレベルでの「自然」が共
存している。サリンジヤー自身「都会」をあとにし自然の中で生きるこ
とを選択した。同樺にホールデンも、カール・フレンドのサーリー
（Sally）を誘い「都会」を捨てようとした。これは失敗に終わる。し
かし、彼は脱出を諦めようとはせずに家や学校には二度と戻らずに「西
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部」に向けての出発を決心する。そして彼は、次のよう塗生活を期待し
て興奮した。
　　1’d　presented　I　was　one　of　those　deaf　mutes．　　That　way　I
　wouldn’t　have　to　have　any　goddam　stupid　useless　conver－
　sations　with　anybody．　工f　anybody　wanted　to　tell　me　someア
　thing，　they’d　have　to　write・it　on　a　piece　of　paper　and　shove
　it　over　to　皿e．　They’d　get　bored　as　hell　doing　that　after　a、
　while，　and　then　I’d　be　through　with　having．bonversations　fQr
　the　rest　Iof　my　life．　Everybody’d　think　I　was　just　a　poor
　deaf　mute　bastard　and　they’d　leave　me　alone。（lo）
　この生活はサリンジャー自身の希望をホールデンに代弁させていると
思われる。また、あらためて述べるまで．もなく「西部」というのはアメ
リカ人にとって精神の根底を揺さ振る特別の意味がこめられる。自主独
立というアメリカ人の理想を実現させる自由な場所である。言い換えれ
ば“lnnocence”な場所である。機会が均等であるという精神の基礎は西
部開拓の時代に確立されたといっても過言ではない。フロ’ 塔eィアの消
滅がアメリカ社会を変えた後も、引き続き現在にいたるまで、彼らを興
奮させる響きを保っている。
　＜4＞「高貴な死」VS「卑小な生」
　　この表記は、ホールデンがアントリー二先生の家を訪れ、先生に忠
告を受けている場面に表れる。先生は「父」もどきの態度で、ホールデ
ンの将来を案じていて、
　　‘‘But　I　can　very　clearly　see　you　dying　nobly，　one　way　or
　another，　for　some　highly　unworth．y　cause．’，（夏L）
と言い、さらにこれから紙に書く事を理解し、保管することを約束して
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からウィルヘルム・シュテーケル（Wilhelm　Stekel）という精神分析者の
言葉を記した紙を渡した。
　　‘‘The　mark　of　the　immature　man　is　that　he　wants　to　di層e　nobly
　　for　a　cause，　while　the　mark　of　the　皿ature　man　is　that　he
　　wants　to　live　humb正y　for　one．”“2｝
　この「高貴な死」と「卑小な生」とは、高尚で困難な選択肢で、選択
を強いられる直前までのその生物の存在哲学を集大成してしまう。この
精神分析者は、．独自の’解釈をしていて、「高貴な死」とは、物事の道理
を知らない者あるいは愚劣な理想追求者の選択肢という立場をとってい
る。ホールデンは、自殺したりはしない。正しい判断能力を身にっけて
はいず皮肉った態度をとったり自己の内部に逃げたりしていて、「高貴
な生」や「卑屈な生」を選択できる境地には達していない。また何度も
死にたくなるのであるが、自分の死体を間抜けな人の群れにさらされて
あれこれ言われる状況は、想像しただけで自己嫌悪に陥るのである。彼
の美的感覚からすると、自己の守り通してきた世界の侵害にっながるの
である。だから彼は、別の逃避の方法を考え、「都会」からの脱出を計
画するが前述のように失敗する。最終的には、彼は、自己の純粋な世界
を守る事を第一目的として常に念頭においていたため、一般社会に適応
できない非順応型人間として、精神病院に送られてしまう。このレベル
でも、ホールデンは自己選択できず、換言すれば、どちらのタイプにも
属せなかったのである。
　作品中に「高貴な死」と「卑小な生」という二っの選択肢を具体化し
た生物が登場している。それぞれセントラルパークの家鴨と魚である。
また、ホールデンは、冬になると行き場を失う家鴨に自分の姿を見、身
体中の毛穴を開けて栄養を吸収し必死に環境に適応して生きていく魚の
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姿は、彼が何よりも嫌悪するまやかしに満ちた俗者達を象徴している。
＜5＞The　Catcher　in　the　Ryeの世界構造
　これまで、一の創りだす世界のの構造を・幾つ
かの対立関係から考えてきた。それをまとめるならば　「理想的な秩序
のある世界」と「現実的で混沌とした世界観」との格闘といえよう。さ
らに各々の世界に所属する人・その他の生物・事象等を作中から例をい
挙げながら、その理由を論じてきた。混沌とした事項を整理し、秩序立
てるために四つの対立関係を挙げてきたが、筆者は互いに結びっく可能
性があるものを意識的に取り上げた。これはイーハブ・ハッサン
（lhab　Hassan）の論文の次の部分を意識していた。
　　The　dra皿atic　conflict　which　so　皿any　of　Salinger’s　stories
　present　obviously　does　not　lend　itself　to　sociological　clas－
　sification．　It　is　more　loving　and　particular，　and　it　partakes
　of　situations　that　have　been　traditionally　available　to　lit－
　erature．　The　conflict，　however　，　suggests　a　certain　polarity
　between　what　might　be　called，　with　the　Assertive　Vulgarian
　and　the　Responsive　Outsider●　Both　types　recur　their　interpl．ay
　defines　much　that　is　moxt　central　to　Salinger’s　fiction．（t3｝
　作品中の事項の対立関係の基本を“the　Assertive　Vulgarian”と“the
Responsive　Outsider”におき、分類してきたのだ。ハッサンはこの二つ
を両極をなすものとして、相違を説明するために利用したとしている。
　さらに、、この基本方針で作品中の諸要素を再分類してみよう。
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　　　　　　1
e‘
狽??@Assertive　Vulgarian”
‘‘
狽??@Responsive　Outsider”
的事項 的事項
D．B． フイービー
サマー先生 アリー，
バース先生 ジェイムス・キヤスケル
アントリー二先生 二人の尼
オッセンバーガー氏 教会帰りの親子
ストラドレーター 魚
バーテンダー
エール大学の学生
両親
家鴨
＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊ ＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊
卑小な生
@　　　　、
高貴な死
＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊ ＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊
都会 田舎
＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊ ＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊
“Experience” “lnnocence”
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“Phony，，
＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊
「大人」の世界
‘‘ m三ce，，
＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊
「子供」の世界
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（L4｝
　　　　　　　　　　CRAZY　CLIFF
　表の最後に記した“crazy　cliff”というのは、ホールデンがフィー
ビーとした会話からである。フィービーになりたいものはなにかとたず
ねられ、科学者や弁護士ではなく、ライ麦畑の捕まえ手になりたいと答
えた。
　　‘‘　Anyway，　I　keep　picturing　all　these　little　kids　playing
　some　game　in　this　big　field　of　rye　and　all．　　Thousand　of
　litt正e　and　nobody’s　around－■－nobody　big，　I　mean－一圏■except　me・
　And　I’m　standing　on　the　edge　of　some　cragy　cliff．”a5〕
　っまり“crazy　cliff”とは、前出の表で記した“the　Assertive　Vul－
garian”と“the　Responsive　Outsider”との境界の役目をし、これにより
各事項を相反する事項と区別して考える事ができよう。別の見方をすれ
ばある要素、フィービーを例にとれば、フィービーが“the　Assertive
Vulgarian”の世界へ、意識的にせよそうでないにせよ、移動する時にた
ちはだかっているのが“crazy　cliff”なのだ
　ホールデンの居場所はどこであろうか。“the　Assertive　Vulgarian”
の世界にも“the　Responsiye　Outsider”の世界にも完壁な所属場所はな
い。一般的にはホールデンは「大人の世界」と「子供の世界」にまたが
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る「中間的存在」であるという見方が多いようであるgしかし、筆者は
別の見方を試みた。まず、ホールデンを論じる際に「大人の世界」と
「子供の世界」という二次元の見方から、多次元の見方に視点を移して
みよう。彼は二つの境界内に示される領域からはずれた存在であり、ど
ちらかの領域と関係が成立できれば、組み込まれることも可能であろう
が、どこかの要素と関係を持とうとしても結局は失敗している。ホール
デンは、“the　Responsive　Outsider”になりうる要素を幾っか保持して
いるが、帰属不能の存在である。具体的に説明すれば、入を疑う目を持
ってしまい“the　Responsive　Outsider”の必須要素である「純粋」さに
影が差したためと言えよう。ホールデンは、二っの軸から外れた存在で
どちらかと関係が結び付けられない。よってホールデンは自己の価値を
失ってしまったのである。なにか他物と関係が有れば、類似性と相違性
から個の価値を生じ得よう。しかし、ホールデンには比較対象事物がな
い。
　　〈6＞InncenceからHigher　Inoocenceへ
　The　Catcher　in　the　Ryeの創造した世界での“lnnocence”の行方を追
い掛けてみよう。イーハプ・ハッサンは、人間には、心の中につぎのよ
うな構造持っと述べ、サリンジャーの作風を形成する上で主要要因とな
ると考えていると思われる。
　　　…　　　　one　cries　in　outrage　at　a　world　dominated　by　sham
　and　spiritual　vulgarity，　the　other　knows　as　Seymour　did，　that
　Christ　ordered　us　to　call　no　man　a　Foo正．　　Revulsion　and
　holiness　make　up　the　rack　on　which　Salinger’s　art　sti王
　twitches．（16）
　サリンジャーの作品の登場人物達は、「嫌悪」と「神聖」にはさまれ
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て居場所を探し求めているのだ。
　先にホールデンは成長しているかどうかわかりにくいが、筆者の立場
としては新世界への導入物語としての重要性を持ちえているためlni－
tiation　Storyに相連ないと述べた。それを証明でき得る箇所を引用し
よう。この場面は、ホールデンが不思議な体験を話し終えてからの独白
である。精神分析の先生をはじめ、多くの人々ゐ｛ホールデンに質問を浴
びせ続けるのに嫌気が差したという告白の直後である。
　　D．B．　isn’t　as　bad　the　rest　of　them，　but噛he　keeps　asking　me　a
　lot　of　questions，too・　．　He　drove　over　last　Saturday　with　this
　English　babe　that’s　in　this　new　picture　he’s　writing．　She　was
　pretty　affected，　but　very　good－looking．　Anyway，　one　time　when
　she　went　to　the　ladies’　room，　way　the　hell　down　in　the　other
　wing，　D．　B．asked　me　what　I　thought　about　all　this　stuff　I　just
　finished　telling　you　about．　I　didn’t　know　what　the　hell　to
　say．　If　you　want　to　know　the　truth，　I　don’t　know　what　I　think
　about　it．　rm　sorry　I　told　so　many　peoPle　about　it．　About　all
　I　know　is，　I　sort　of　miss　everybody　I　told　about．　Even　old
　Stradlater　and　Ackley，　for　instance，　I　think　工　even　miss　that
　goddam　Maurice．　It’s　funny．　Don’t　ever　tell　anybody　anything．
　If　you　do，　you　start　missing　everybody．（17）
　ここから、ホールデンの独白中に見せ掛けばかりで、嫌悪感しか感じ
られない“the　Assertive　Vulgarian”の領域に帰属する人達を懐かしく
思い出している事である。その表現に“miSS”と使っているのに注意し
たい。それまで幾分かの存在感が覆っていて、それが消滅し、存在した
頃のことを思い起し懐かしく思うということであろう。「いなくて淋し
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い」という感情は、好む好まざるにかかわらず、常に傍にいて付きまと
いい．っのまにかなくてはならない存在に化してしまったということであ
ろう。ホールデンの場合、“phony”なものと理解しているにもかかわら
ず、ストラドレーターをはじめとする面々を、ニューヨークでの放浪生
活中に一度ならず思い出している。また、あまり好きではない相手だと
　1
言いながらも、サリーに電話をかけマチネーに誘っている。そして、ホ
ールデンカ1切符を購入している場面での独白にサリーが「俗物」だとい
う評価が孝れている。
　　So　what　I　did　was，　I　didn’t　much　want　to　see　it，but　I　knew
　old　Sally，　the　quβen　of　the　phonies，．would　start　drooling　all
　over　the　place　when　I　told　her　I　had　tickets　for　that，　be－－
　cause　the　Lunts　were　in．it　and　all．　　She　liked　shows　that　are
　supPosed　to　be　very　sophisticated　and　dry　and　all，　with　the
　Lunts　and　all．　I　don’t　know．　I　don’t　like　any　shows　very
　much，　if　you　want　to　know　the　truth．　　（18）
　　“the　queen　o．f　phonies”というのは、ホールデンが最も嫌悪感を
感じる相手といってよいだろう。また、同じくニューヨークでの事であ
るが、ホールデンは誰かと無性に話したくなり、カール・ルース（Carl
Luce）に軍話を掛けた。
　　So　what　I　did　finally，　I　gave　old　Carl　Luce　a　buzz．　　He
　graduated　from　the　Whooton　School　after　I　left．　He　was　about
　three　years　oldeC　than　I　was，　and　I　didn’，t　like　him　too　much，
　bu．t　he　was　one　of　these　very　intellectual　guys－he　had　the
　highest　I．Q．　of　any　boy　at　Whooton－一一and　I　thought　he　might
　want　to　have　dinner　with　me　somewhere　and　have　a　slightly
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　intellectual　conversation．　He　was　very　enlightening　some－’
　times．　So　I　gave　him　a　buzz．　　He　went　to　Columbia　now，　but　he
　lived　on　Sixth－fifth　Street　and　all，and　I　knew　he’d　be　home．
　When　I　got　him　on　the　phone，　he　said　he　couldn’t　make　it　for
　diRner　but　that　he’d　meet　me　for　a　drink　at　ten　o’clock　at
　the　Wicker　Bar，on　Fifty－fourth．　I　think　he　was　pretty　surr
　prised　to　hear　from　me．　I　once　called　him　a　fat－assed　pho－
　　　（19〕　ney．
　この引用からもホールデンはカール・ルースのことを“afat－assed
phoney”と考えていると分かる。しかしながら、その夜、二人はウィー
カー・バーで過ごしている。サリーやカール・ルースは僅かな例に過ぎ
ないだろう。いずれせよ、この段階でホールデンは二人と実際にコンタ
クトをとり、実際に隣にいる人物から「現在進行形」で、“phony”とい
う感覚を受けている事に注目したい。前述した不思議な体験を終えてか
らのホールデンの告白とは相違する。“phony”であると知りながら、俗
物達に癒着している前者に比べ、「懐かしむ」というのは俗物達から遊
離し過去のことがらと割り切る姿勢がうかがえる。また、前者の状況下
ではホールデン自身の内部に、ほんの少量であるが“phony”さが存在し
他者の“phony”さ共感を得たとも考えられよう。それがホールデンが告
白をしている時には、何らかのきっかけを経て、“phony”な事物より超
越してしまった。以前のホールデンは、変容しているのである。ここに
ステップ・アップがみられる。換言すれば、「成長の軌跡」が表れてい
るのだ。ここでInitiation　Storyとしての価値を認めよう。また筆者
はホールデンの状態の変容振りを、“lnnocence”⇒“Experience”o
“Higher　Innocence”であると考えている。“Higer　Innocence”という
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のは、“lnnocence”が“Experience”によって堕落することなく、よリ高
度な“lnnocence”に変容したと意味である。、言い換えればホールデン
は俗に染まることなく自らの境地を開いたということである。また、ほ
ぼ同様の解釈もある。
　　Holden　psychologica11y　dies　only　to　be　reborn　into　the
　world　of　Phoebe’s　innocence　and　love　which　in　turn　star　t’s　his
　　own　psychological　regeneration　in　the　‘wake　up　’pat－
　tern．’，（20）
　外面的はいざ知らず、何らかのきっかけを得て、精神面での再生が起
きるという類似した発想法である。
　また“lnnocence”と“Higher　Innocence”の領域は互いの属領ではなく
独立している。“lnnocence”を用いたのは「純粋」さを保っているとい
う意味からで、いままで行なってきた対立関係からの考察にもどすと、
“Higher　Innocence”は枠組み外の位置を占めるのだ。よって、ホール
デンの成長の軌跡と彼の特殊な存在場所を説明し直すことができた。
　　〈7＞救済の方法
　これまで“Innocence”VS“Experience”をはじめとする対立関係から
考察を加え、さらには、ホールデンの“lnnocence”の“Experience”⇒
“Higher　Innocence”という変容の図式を提案た。そこでここでは、
“Experierice”⇒“Higher　Innocence”の過程に注目し、「救済」の要因
等にっいて論じていこう。「救済コ・といっても何からどう「救済」され
るのか明確に定義するのは難しい。これまで“lnnocence”VS“Experi－
ence” ﾆいう分析方法に注目した立場をとっていたため、“lnnOcence”
を守り通せずに“Experience”に染まっていった場合を「救済」不可能
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であったと解釈した。この見地からすると、ホールデンは「救済」され
たといえる。「救済」をもたらした動因にっいては、筆者は、「鋭敏な
感受性」がホールデンを救済したと考えた。同時にこの立場を矛盾して
いると批判できよう。というのは、ホールデンは「鋭敏な感受性」によ
り一般社会から離脱せざるを得なかったからである。しかし、「鋭敏な
感受性」なしでは「救済」をもたらすことはなかったと考えている。サ
リンジヤーの創造した世界の中では、純粋で無垢のままの「子供」が主
人公の助け役をしている事が多い。事実、The　Catcher　in　the　R　eでは
フィービーがホールデンの救済に多大に貢献している。　サリンジヤー
の世界で、最大級の愛情は“lnnocence”で“Nice”な「子供」に対し
てである。その愛情を持つのは容易なことではない。口先での言葉や慣
例の影響を受けた愛情表現をする「大人」は多数いるであろうが、「子
供」の発する純真さや根源的で汚れのない人間そのものを瞬時に読み取
れる「鋭敏な感受性」は持てないであろう。
　ホールデンはその「鋭敏な感受性」で人並み以上に世の中の欺隔を見
抜いてしまう。「大人」に対してだけではなく、「見せ物」が前提であ
るクリスマスのペイジェントを見ても割り切ることができずに、世の中
の人々の麻痺した感受性に嫌悪感を抱く程である。そんなホールデンが
救いを見いだせるのは、「子供」だけである。フィービーにせよアリー
にせよ、ホールデンの言うところの“Nice”な存在である。また、他にも
“Nice”なものは幾つかホールデンによって明示されている。しかしな
がら、西部逃避をやめさせたのは直接的にはフィービーであり、フィー
ビーに対する愛情が最大級の物である事はもまちがいないであろう。
（ここでは、アリーを除外して考えた。生存者でないために、ホールデ
ンの平等でない感傷性が付加されている可能性があるからである。）愛
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情とはデジタルな感情ではないため、最大級の愛情があればそれにっぐ
愛情も存在する。微妙な増減を繰り返す愛情の度合いを判断し、順を付
けるのは正当性を欠くため、作品中で判断し得るホールデンに与えた有
形無形の影響力の度合いという客観的な見方をした。ホールデンは、ジ
ェイムズ・キヤスケルやニューヨークで出会った二人の尼や教会帰りの
親子ずれ等を“Nice”なものとして、感知できた。それ以外にも何気な
い言動に対しての感受性の働きもうかがえる。
　　Then　what　she　did－it　damn　killed　me－she　reached　in　my
　coat　pocket　and　took　out　my　red　hunting　hat　and　put　it　on
　my　head．　（21〕
　何気ない行動にホールデンは「参っちやうよ。」と表現し、知らず知
らずのうちに影響を受けている。感受性が鈍いとこれらの言動を気付か
ないだろうし、万一気付いてもそこから何も生じさせることができない
と考えられる。次の場面は、ホールデンが自己の感受性から、新たなも
のを創造し、「救済」へ向けてのステップ・アップした瞬間であると判
断した。
　　I　felt　so　damn　hapPy　all　of　a　sudden，　the　way　old　Phoebe
　kept　going　round　and　round．　I　was　damn　near　bawling，　I　feIt
　so　damn　hapPy，　if　you　want　to　know　the　truth．　I　don’t　know
　why．　It　was　just　that　she　looked　so　damn　NICE，　the　way　she
　kept　going　round　and　round，　in　her　blue　coat　and　al1．　God，　I
　wish　you　could’ve　been　there．　（22）
　こので見られる突然の変容は、筆者が常々挙げている“lnnocence”⇒
“Experience”⇒“Higer　Innocence”の推移の型と類似性がある。“Expe－
rience”⇒“Higher　Innocence”の部分では、何らかの切っ掛けを得る
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いわば東洋思想の「悟り」の瞬間に類似している。確かにサリンジャー
自身東洋思想に傾倒していたのである。
　　　　The　first　reference　’to　Eastern　philosophy　in　Salinger’s
　　　fiction　occurs　in　The　Catcher　in　the　Rye　（1951）．　Carl　Luce，
　　　an　old　acquaintance　of　Holden　Caulfield’s，　tells　Holden　that
　　　　　　　L
　　　he　finds　‘‘Eastern　philosophy　more　satisfactory　than　West－
　　　　　　，，（2：t　）
　　　ern．
　　また、イーハプ・ハ・ソサンは禅とサリンジャーの信念との関係を次の
ように書いている。
　　　　　…　　　　Salinger　refers　most　directly，　is　on　effort玉ess　and
　　　continuous　love，　on　the　superrational．　insights　of　the　Koan
　　　exercise，　on　the　poetic　concreteness　of　Haiku，　on　the　virtue
　　　of　silence，　and　on　the　unmediated　vision　of　nature。　For　Zen
　　　is　essentially　a　condition　of　being　in　which，　without　iosing
　　　our　identity．　we　are　at　one　with　the　universe，　and　it　re－
　　　quires　as　dose　Haiku　poetry，　a　certain　harmony　between　our
　　　imaginative　and　spiritua1．responsiveness　to　all　things・　It
　　　becomes　more　evident　that　these　qualities　of　Zen　define　some
　　　。f　th，　i。tere、t，　whi，h　S。li，ger　h。，　c。n、tantly　k6pt・t　hea・t，
　　　and　that　Zen　itself，　in　Sa．linger’s　work，　makes　up　to　an　odd
　　　way　of　criしicizing　contemporary　failures．　（24）
　　そして、Nine　Storiesのエピグラフに、白隠禅師の禅の公案を載せて
いる。
　　　　We　know　the　sound　of　two　hands　clapPing．
　　　　But　what　is　the　sound　of　one　hand　clapPing？　　　　A　ZEN　KOAN
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　「片手の鳴る音］というのは、なんであろうか。ある超自然の切っ掛
けで、純化した意識を得て、自己を解放させるのだ。　「悟り」を開いた
状態では、「片手の鳴る音」が聞こえてくるであろう。禅における基本
目標は雑念を払い精神を統一一し、無我無心の境地に入る事である。また
人間の幸福は自己の外にあるのではなく自己の内にあり、「悟り」によ
り成就できるのである。The　Catcher　in　the　Ryeの中で、「片手の鳴
る音」が聞こえた瞬間というのは、先に引用済みの雨の中公園で、フィ
ービーが回転木馬に乗り回り続けているのを見ているうちに、突然ホー
ルデンに幸福感がおそった時であろう。また筆者はこの瞬間は“Higher
Innocence”の境地へ移動した時であると考えている。
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